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5月
臨時会

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
、
初
め
て
の
議
会
と
な
る

令
和
８
年
５
月
臨
時
会
は
、
５
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で

の
５
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

臨
時
会
で
は
、
議
長
・
副
議
長
の
選
挙
や
議
席
番
号

の
決
定
の
ほ
か
、
各
常
任
委
員
会
委
員
の
選
出
、
一
部

事
務
組
合
等
の
議
会
議
員
選
挙
、
各
諮
問
機
関
等
の
委

員
選
出
が
行
わ
れ
、新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
か
ら
報
告
案
件
や
人
事
案
件
な
ど
の
議

案
が
提
出
さ
れ
た
ほ
か
、
議
員
か
ら
発
議
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長
就
任
の
ご
挨
拶

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
去
る
５
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
海
南
市
議
会
議
長

並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
海
南
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
当
局

と
一
体
と
な
り
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
議
会
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
政
の
発
展
及
び
市
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与

し
、
よ
り
民
主
的
で
能
率
的
な
海
南
市
議
会
を
目
指
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議
　
長
　
米
　
原
　
耕
　
司

副
議
長
　
川
　
口
　
政
　
夫

議長　米原 耕司 副議長　川口 政夫
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議席番号／氏名
① 会派名
② 住所

1 岡
お か

 義
よ し

明
あ き

① 日本共産党海南市議会議員団
② 藤白

3 森
も り し た

下 貴
た か

史
し

 

① 公明党
② 下津町下津

2 那
な す

須 亜
あ み

美
① 日本共産党海南市議会議員団
② 日方

4 中
な か

家
や

 悦
え つ

生
お

 

① 公明党
② 椋木

5 杉
す ぎ も と

本 博
ひ ろ

美
み

① 市民クラブ
② 黒江

6 溝
み ぞ ぐ ち

口 千
ち

歳
と せ

 

① 市民クラブ
② 山崎町

8 坂
さ か

口
ぐ ち

 勝
か つ

彦
ひ こ

 

① みらいクラブ
② 下津町引尾

7 橋
は し づ め

爪 大
だ い す け

輔 

① 市民クラブ
② 船尾

9 古
ふ る

田
た

 充
み つ

司
じ

 

① みらいクラブ
② 阪井

� 熊
く ま

野
の

 愛
あ い

子
こ

 

① 無所属
② 名高

� 川
か わ

崎
さ き

 一
か ず

樹
き

 

① 市民クラブ
② 重根

� 池
い け

原
は ら

 弘
ひ ろ

貴
き

 

① 市民クラブ
② 黒江

� 榊
さかき

原
ば ら

 徳
の り

昭
あ き

 

① 市民クラブ
② 大野中

� 田
た

村
む ら

 秀
ひ で

明
あ き

 

① 市民クラブ
② 日方

� 米
よ ね

原
は ら

 耕
こ う

司
じ

 

① 市民クラブ
② 日方

� 宮
み や

本
も と

 憲
け ん

治
じ

 

① 市政クラブ
② 藤白

� 川
か わ

口
ぐ ち

 政
ま さ

夫
お

 

① 市政クラブ
② 下津町下津

� 東
と う

方
ほ う

 貴
た か

子
こ

 

① 市政クラブ
② 冷水

副議長

議　長
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５
月
臨
時
会

常任委員会 

◎榊󠄀原徳昭　○岡義明
（※議長を除く全議員17人）予算及び決算に関する事項を所管します。

予算決算委員会

総務委員会
総務部、出納室、選挙管理委員会、監査委員、公
平委員会、固定資産評価審査委員会、消防本部・
消防署・消防団の所管に関する事項、また他の委
員会の所管に属さない事項を所管します。

［後列左から］ 川崎一樹　森下貴史　東方貴子
	 米原耕司

［前列左から］ 〇古田充司　◎池原弘貴

まちづくり部、水道部、医療センター、農業委員
会の所管に関する事項を所管します。

［後列左から］ 川口政夫　坂口勝彦　溝口千歳
	 那須亜美

［前列左から］ 〇榊󠄀原徳昭　◎橋爪大輔

建設経済委員会

くらし部、教育委員会の所管に関する事項を所管
します。

［後列左から］ 宮本憲治　中家悦生　岡義明
	 杉本博美

［前列左から］ 〇熊野愛子　◎田村秀明　

教育厚生委員会

委
員
会
等
の
構
成
を
紹
介
し
ま
す
◎
…
…
委
員
長

○
…
…
副
委
員
長

それぞれ所管する事項について専門的に
審査、調査、研究を行います。

議会広報委員会
議会だよりの他、議会ホームページなど議会広報に
関する事項を所管します。

◎古田充司　〇熊野愛子　
池原弘貴　坂口勝彦　杉本博美　
溝口千歳　（※写真は20ページに掲載）

議会運営委員会
議会の運営や会議規則、委員会条例及び議長の諮問
に関することについて協議するとともに、議会運営
委員会の所管に関する議案、陳情等を審査します。

◎杉本博美　○古田充司
池原弘貴　宮本憲治　森下貴史　
川崎一樹　岡義明
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諮問機関等の委員等
国民健康保険運営協議会 岡　義明　杉本博美　池原弘貴　田村秀明　東方貴子

都市計画審議会 中家悦生　古田充司　宮本憲治

和歌山下津港整備・振興促進協議会 米原耕司　橋爪大輔

和歌山下津港（海南地区）津波対策協議会 米原耕司　川口政夫

国道４２号・有田海南間整備促進協議会 米原耕司　橋爪大輔

国道３７０号海南紀美野間改修促進協議会 米原耕司　橋爪大輔　川口政夫

国道４２４号海南有田川間改修促進協議会 米原耕司　川口政夫　森下貴史　那須亜美　中家悦生

県道海南金屋線改修促進協議会 米原耕司　川口政夫　川崎一樹　坂口勝彦　熊野愛子

和歌山県高規格幹線道路建設促進委員会 米原耕司

京奈和関空連絡道路建設促進期成同盟会 米原耕司

海南・海草議会議員連絡協議会 米原耕司　川口政夫　那須亜美　森下貴史　溝口千歳　
坂口勝彦　熊野愛子　池原弘貴　田村秀明  

国民健康保険野上厚生病院組合議会 橋爪大輔　榊󠄀原徳昭　東方貴子

海南海草老人福祉施設事務組合議会 那須亜美　森下貴史　坂口勝彦　田村秀明

海南海草環境衛生施設組合議会 岡　義明　那須亜美　溝口千歳　橋爪大輔
坂口勝彦　熊野愛子　川口政夫

五色台広域施設組合議会 中家悦生　杉本博美　古田充司　川崎一樹

紀の海広域施設組合議会 溝口千歳　熊野愛子　池原弘貴　宮本憲治

一部事務組合議会

和歌山県後期高齢者医療広域連合議会 杉本博美

広域連合議会

問：議会の議決を経ず
に、専決処分を行
わなければならな
かった理由、また、
専決処分を行った
ことの妥当性は。

答：去る 3 月 31 日に地方税法施行令の一部を改正する政令が公布され、4
月 1 日に施行されたことに伴うものである。賦課限度額の改正につい
ては、中低所得者への配慮など、法改正に準じた内容であること、また、
国保運営の広域化により、改正時期も一律であることが望ましいと考え、
国民健康保険運営協議会においてご議論いただき、答申をいただいた。

	 　令和 8 年度分の国民健康保険税から適用するため、議会を招集する時
間的余裕がなかったことから、やむを得ず専決処分とさせていただいた。

中低所得者層への負担軽減措置
報告第４号　専決処分事項の報告について（海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

こんな質問がありました
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５月臨時会

議案番号 議　　案 結果

報告第２号 専決処分事項の報告（海南市税条例の一部を改正する条例） ◎

報告第３号 専決処分事項の報告（海南市地方活力向上地域等における固定資産税の特別措置に関する条例
の一部を改正する条例） ◎

報告第４号 専決処分事項の報告（海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〇

報告第５号 専決処分事項の報告（令和７年度海南市一般会計補正予算（第９号）） ◎

発議第１号 海南市議会委員会条例の一部を改正する条例 ◎

発議第２号 オイルショックの影響による市内中小企業等の経営安定化に向けた緊急対策を求める決議（案） ×

議 案 の 審 議 結 果
◎…全会一致で承認、可決　 〇…賛成多数で承認　 ×…賛成少数で否決

報告第4号  関連記事5、6ページ　 発議第1、2号  関連記事8、9ページ

会派・議員名

 議案番号

日本共産党 
海南市議会

議員団
公明党 みらい

クラブ 市民クラブ 市政クラブ
無
所
属 結
　
　
果

岡
　  

義
明

那
須  

亜
美

中
家  

悦
生

森
下  

貴
史

古
田  

充
司

坂
口  

勝
彦

川
崎  

一
樹

榊󠄀
原  

徳
昭

田
村  

秀
明

米
原  

耕
司

池
原  

弘
貴

杉
本  

博
美

橋
爪  

大
輔

溝
口  

千
歳

川
口  

政
夫

宮
本  

憲
治

東
方  

貴
子

熊
野  

愛
子

報告第 4 号 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 承認

発議第 2 号 ○ ○ × × × × × × × 議長 × × × × ○ ○ ○ × 否決

●議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■ 賛否の分かれた議案等 ○…賛成　×…反対

討論 〇報告第４号
子ども・子育て支援の名の下で、国が全ての被保険者の保険料に子
ども・子育て分を上乗せすることは、大間違いである。高すぎる国民健

康保険税を抜本的に改善することが、今、国の果たすべき責任である。	（岡　義明）

反対

問：経済的弱者、所得の低い方々へ配慮された点は。

答：賦課限度額を引き上げ、高所得者層に応分の負
担をいただくことで、負担感の重い中間所得者
層の負担上昇を、できる限り緩和することをね
らいとしている。医療分の賦課限度額を引き上
げることにより、増収となる財源を活用し、中低
所得者層への負担軽減措置として、医療分の所
得割を 0.1％引き下げている。

本来、議会が議決または決定すべき事項につ
いて、地方自治法第179条に基づき、緊急性が
高く、議会を開催する時間的余裕がない場合な
どに、行政運営の遅れや滞りを防ぐため、市長が
議会の議決を経ずに、議会の権限に属する事項
を決定・処理する制度である。

専決処分とは
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５
月
臨
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6月
定例会

令
和
８
年
海
南
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
６
月
11
日
か
ら
30
日
ま

で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
は
、
市
長
か
ら
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
、
人
事

案
件
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
発
議
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

問：海南駅西広場の街路灯のＬＥＤ化をはじめ、防犯カ
メラ、ベンチ、電源設備、散水栓などを整備する
とのことだが、そもそも現状の駅利用者数につい
て把握をしているのか。

答：海南駅の 1 日当たりの乗降客数は、令和 6 年度
の数値で 4,814 人となっている。なお、ＪＲを利用
する方以外にも、バス利用者や周辺施設へお越し
の方々など、一定の利用があるものと認識してい
るが、それらの人数については把握していない。

問：駅西及び駅東の駐車場について、特に夕方以降、
電車が到着する時間になると、迎えの車が集中し
て混雑しているように感じるが、今回、駐車場の
整備はされないのか。

答：駐車場については、時間帯によって混雑
することは認識しているが、送迎車につ
いては長時間滞留することがないことか
ら、駐車場の不足が生じる状況とはなっ
ていないものと考える。

問：今後、駅東土地区画整理事業が進んで
いく中で、駅前西口だけを整理して終わ
りにするのではなく、駅全体を使いやす
くしていただきたいと思うが、市の考えは。

答：指摘の内容も踏まえ、引き続き、利用さ
れる方が快適に利用し、駐車することが
できる環境づくりに努めてまいりたいと
考えている。

問：ＰＭＨ※システムが未導入の医
療機関等への対応は。

答：条例の可決後、医療機関等に
働きかけを行う。また、国の
補助金が９月末まで受け付け
られていることを広報する。

問：本市は、和歌山市と同じ医療圏で
あるが、和歌山市の医療機関等と
の連携はどのようになっているのか。

答：医療費助成制度については、県内
のＰＭＨ対応の医療機関であれば、
対応可能であり、窓口負担はない。

こんな質疑がありました

こんな質疑がありました

資格情報を医療機関の窓口で確認
議案第４０号	 海南市医療費の助成に係るオンライン資格確認に伴う関係条例

の整備に関する条例

快適に利用できる駅前広場に
議案第４４号　令和８年度海南市一般会計補正予算（第１号）

海南駅前広場整備事業

※ＰＭＨ…デジタル庁が開発した情報連携基盤であ
る。自治体や医療機関等がＰＭＨ接続を行うこと
で、住民は各種医療費助成等について、マイナン
バーカードによる資格確認等が可能になる。医療
費助成の分野でＰＭＨが導入されると、マイナンバ
ーカードを医療費助成受給者証として活用できる
ようになるため、紙の受給者証が不要となり、マイ
ナンバーカード１枚で受給できるようになる。
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問

５
月
臨
時
会こんな質疑がありました

問：支給額である 5,000 円について、なぜこの
金額になったのか。

答：今回の給付金は、国からの交付金額を踏ま
えるとともに、市ではすでにプレミアムクー
ポン券を配布し、利用していただいているこ
と、また、消費者物価指数や基礎年金物価ス
ライドから、物価上昇による影響等を勘案し、
5,000 円とした。

問：生活保護受給世帯の場合では、保護基準の
収入から除外されるのか。

答：物価高騰に対しての給付金であり、生活保護
受給世帯についても物価上昇の影響は同様で
あるため、収入から除外するよう国に求める
予定である。

問：物価高騰の影響は現在も続いており、給付金
の支給は 10 月の予定と伺っている。今回の
スケジュールとなった原因は。

答：予算をお認めいただいた後、市報等で制度の
広報をさせていただく。その後、システム改
修等を行い、対象者に対して支給のお知らせ
を通知し、指定する口座に振り込むという流
れになっている。システム改修は、海南市単
独の施策ということで、8 月の中頃に完了予
定となっており、給付金の支給は 10 月初旬
を見込んでいる。

非課税世帯に給付金
議案第６２号　令和８年度海南市一般会計補正予算（第２号）

物価高騰緊急支援給付金給付事業

発議第1号 海南市議会委員会条例の一部を改正する条例について

発議第２号 オイルショックの影響による市内中小企業等の経営安定
化に向けた緊急対策を求める決議（案）について

発議第１号については原案可決となりました。	 （発議者：川崎　一樹）

発議第２号については、賛成少数により否決となりました。	 （発議者：岡　義明）

議会広報委員会及び議会運営委員会の委員定数の変更を行うもの。

世界的な情勢不安に伴う原油価格の高騰や供給制限により、原材料調達が困難となり、製造業を
はじめ市内中小事業者の経営や市民生活への影響が懸念される。市に対し、原材料調達等の実態調
査、経営相談・事業者支援の窓口設置、そして、これら対策の財源を国・県へ求めるもの。（要旨）

発議とは、議員が議案を提出することで、５月臨時会・６月定例会では５件が提
出されました。発 議

問：本発議は、市にどのような役割を期待しているのか。
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一
般
質
問

５
月
臨
時
会

発議第５号 石油化学原材料価格高騰等に係る財政支援及び安定供給
対策を求める意見書（案）について

発議第５号は可決し、内閣総理大臣等に意見書を提出しました。	 （発議者：杉本　博美）

中東情勢の動向等を背景に、原油やナフサなど石油化学原材料の価格変動や供給リスクへの懸念
が高まり、本市でも中小企業・小規模事業者のコスト負担増大や物価上昇の影響が広がっている。

国に対し、必要な財政支援、安定供給対策、地方自治体及び事業者が速やかに活用できる制度
運用を求めるもの。（要旨）

問：５月臨時会において、原材料価格や燃料価格高騰による影響を踏まえた決議案が提出された際に
は、今回の提出者から反対討論が行われた。前回の決議案と今回の意見書案との違い、また提
出に至った考えは。

答：前回の決議案と今回の意見書案は、趣旨及び内容が異なっている。今回の意見書案は、市に対
して新たな窓口設置や調査を求めるものではなく、国に対して予備費等を含む財源の機動的活用、
中小企業・小規模事業者への重点的支援、原材料の安定供給対策を求めるものである。今後も
価格変動や供給リスクが地域産業や住民生活に影響を及ぼす可能性がある中で、基礎自治体だ
けで対応するには限界があると考え、提出に至った。

問：このタイミングで提出する意義は。

答：中東では未だ不安定な情勢が続いていること、国が行う代替供給にはコストがかかること等から、こ
のタイミングで提出する意義はあると考えている。

※発議第３・４号については 20 ページに掲載

答：まず、事業者の現状把握に努めること、次に事業者の経営相談等の窓口を開設すること、その上で、
状況に見合った対策を講じるという順番になろうと考えている。対策の財源については、国の状況
が分からないため、当面は本市の予備費や財政調整基金の活用が考えられる。

討
論

発
議
に
対
す
る

〇発議第２号
市が新たに調査
を行う事は、職員

の労力やコストを要し、事業者等
への負担も懸念される。既存の
相談窓口の強化や専門家派
遣の拡充等が即効性のある支
援であり、国において早期に解
決策を進めるべきである。

（中家　悦生）

市内の状況
を見ると、本

当に危機的な状況である。
この発議を通して、困って
いる事業者に対し、即刻、
支援できるようしていただき
たい。	 （岡　義明）

賛成

〇発議第５号 ............................................................................................................

時期を逸した感はあるものの、市内事業者を支援しようとするこの意見書の目的そ
のものは、先の５月臨時会意見書の内容と同様に感じるので賛同したい。

	 （東方　貴子）

賛成

今の段階でとる
べき対応は不

安を増幅させるような決議を
提出するのではなく、国際情
勢や国・県の対応を注視しつ
つ、状況に応じた実効性のあ
る具体策を議論していくことだ
と考える。	 （杉本　博美）

反対反対
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５
月
臨
時
会

６月定例会

議案番号 議　　案 結果

議案第４０号 海南市医療費の助成に係るオンライン資格確認に伴う関係条例の整備に関する条例 ◎

議案第４１号 海南市印鑑条例の一部を改正する条例 ◎

議案第４２号 海南市立小学校及び中学校設置条例の一部を改正する条例 ◎

議案第４３号 海南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 ◎

議案第４４号 令和８年度海南市一般会計補正予算（第１号） ◎

議案第４５号 令和８年度海南市介護保険特別会計補正予算（第１号） ◎

議案第４６～５９号 海南市農業委員会委員任命の同意 ◎

議案第６０号 工事請負契約の締結 ◎

議案第６１号 財産の取得 ◎

議案第６２号 令和８年度海南市一般会計補正予算（第２号） ◎

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦 ◎

発議第３号 鳥獣被害対策特別委員会の設置 ◎

発議第４号 議会改革特別委員会の設置 ◎

発議第５号 石油化学原材料価格高騰等に係る財政支援及び安定供給対策を求める意見書（案） ◎

◎…全会一致で可決、同意

議案第40号  関連記事7ページ　 議案第41号  出入国管理及び難民認定法等の改正に伴い、個人番号カードの機能を付与した特定在留
カード及び特定特別永住者証明書を用いて、印鑑登録証明書の交付申請手続ができるようにするもの　 議案第42号  北野上小学校の東海
南小学校への統合、及び下津第一中学校と下津第二中学校の統合による下津中学校の新設をするもの　 議案第43号  非常勤消防団員等
に係る損害補償の基準を定める政令の改正に伴い、非常勤消防団員等に係る葬祭補償の額を改定するもの　 議案第44号  コミュニティ助
成事業、学童保育室整備事業、海南駅前広場整備事業などに係る経費について、増額補正を行うもの　 議案第45号  制度改正に対応する
ため、システム改修に必要な経費を増額補正するもの　 議案第60号  防災行政無線移動系の更新工事を行うため、工事請負契約を行うもの　

議案第61号  ＧＩＧＡスクール用コンピュータを更新するため、財産を取得するもの　 議案第62号 関連記事8ページ　 発議第3、4号  関連記
事20ページ　 発議第5号  関連記事9ぺージ

農業委員会委員に
任命された方

【議案第46号～59号】

内芝  和哉 氏、別院  祥弘 氏、林口  純朗 氏、松尾  育生 氏、
坂口  忠次 氏、志場  豊昭 氏、角谷  泰宏 氏、辻󠄀内  敏宏 氏、
中西  源藏 氏、中山  貴司 氏、前山  裕志 氏、南方  勝幸 氏、
橋本  昌明 氏、後和  拓延 氏

人権擁護委員に推薦された方
【諮問第１号】 中山  佳子 氏

議 案 の 審 議 結 果
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令和７年度政務活動費

氏　名 交付額
（円）

支出（円） 交　付
確定額
（円）

返還額
（円）調　査

研究費 広報費 会議費 資　料
作成費

資　料
購入費 人件費 事務所費 合　計

岡　　義明 240,000 91,336 120,000 75,000 286,336 240,000 0

溝口　恵敬 240,000 70 105,466 17,450 138,030 120,000 381,016 240,000 0

東方　貴子 240,000 178,825 4,000 12,000 59,624 41,861 296,310 240,000 0

川口　政夫 240,000 44,728 147,333 17,732 45,600 27,968 283,361 240,000 0

杉本　博美 240,000 40,699 70,312 12,160 22,660 114,837 260,668 240,000 0

橋爪　大輔 240,000 40,699 12,000 66,517 119,216 119,216 120,784

榊󠄀原　徳昭 240,000 40,699 13,436 102,160 37,317 193,612 193,612 46,388

森下　貴史 240,000 12,000 44,550 56,550 56,550 183,450

熊野　愛子 240,000 157,219 12,000 56,400 26,119 251,738 240,000 0

古田　充司 240,000 224,257 56,700 280,957 240,000 0

川崎　一樹 240,000 40,699 12,000 44,000 57,758 154,457 154,457 85,543

米原　耕司 240,000 40,699 24,748 85,800 49,222 200,469 200,469 39,531

池原　弘貴 240,000 40,699 34,855 43,520 83,709 202,783 202,783 37,217

田村　秀明 240,000 380,670 380,670 240,000 0

中家　悦生 240,000 12,000 70,262 82,262 82,262 157,738

宮本　憲治 交　付　申　請　な　し 0 0

栗本　量生 240,000 12,000 16,555 28,555 28,555 211,445

調 査 研 究 費  地方行財政等に関する調査研究または調査委託に要する経費
研 修 費  研修会を開催するための経費または研修会に参加するための経費
広 報 費  議員活動または市政について住民に報告するための経費
広 聴 費  市政に対する意見聴取または住民相談等の活動に要する経費
要請・陳情活動費  議員が要請または陳情活動を行うための経費

会 議 費  団体等が開催する各種会議へ参加するための経費
資 料 作 成 費  議員活動に必要な資料作成のための経費
資 料 購 入 費  図書、資料等を購入するための経費
人 件 費  議員活動を補助する職員を雇うための経費
事 務 所 費  事務所の設置または管理のための経費

（注）研修費、広聴費、要請・陳情活動費については、いずれの議員も支出がありませんでした。

政務活動費は、議員の調査研究その他活動のために支給されます。条例により使い道のルールがあり、
支出残額がある場合は市に返還されます。なお、過去５か年度分の収支報告書は、議会図書室で閲覧で
きます。
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※ ◎の質問の概要を掲載しています。

問 

海
南
医
療
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
率
は
、
令
和

５
年
度
の
42
・
３
％
か
ら

令
和
７
年
度
は
38
・
５
％

へ
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、

救
急
搬
送
受
け
入
れ
件
数

は
900
件
程
度
で
あ
り
、
146

床
の
急
性
期
病
院
と
し
て

は
少
な
い
水
準
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
入
院
患
者
に
占

め
る
65
歳
以
上
の
割
合
は

90
％
と
の
こ
と
で
あ
る
。

紹
介
率
低
下
の
要
因
と
高

齢
者
医
療
に
対
す
る
考
え

を
伺
う
。

答 

紹
介
率
低
下
の
要
因

は
、
内
科
医
不
足
な

ど
に
よ
り
紹
介
患
者
の
受

入
れ
が
減
少
し
た
た
め
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
高

齢
者
施
設
と
の
連
携
を
含

め
た
地
域
医
療
の
ハ
ブ
と

し
て
の
役
割
も
重
要
で
あ

る
。

問 

本
市
の
高
齢
化
率
は

38
％
を
超
え
、
今
後

さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
急
性

期
医
療
は
必
要
で
あ
る
が
、

問 
70
歳
以
上
の
農
業
従

事
者
の
方
へ
の
空
調

服
購
入
時
の
補
助
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。
毎
年
、

も
の
凄
い
猛
暑
が
６
月
頃

か
ら
続
い
て
お
り
、
農
作

業
に
空
調
服
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
か
ら
70
歳
以

上
の
農
業
従
事
者
の
方
に

対
し
、
上
限
額
を
設
け
て

空
調
服
購
入
時
の
補
助
を

求
め
る
。

答 

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
、

農
作
業
中
の
熱
中
症

対
策
が
ま
す
ま
す
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

と
り
わ
け
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

70
歳
以
上
の
方
々
が
安
心

し
て
農
作
業
を
継
続
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
空
調
服
の
導
入
支

援
は
意
義
の
あ
る
施
策
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問 

特
に
果
樹
の
消
毒
で

は
雨
カ
ッ
パ
を
着
て

一般質問とは、議員が市民の代表として、市の行政全般につ
いて、現在の状況や将来の方針などを質問したり、提言を行
うものです。政策の見直しや改善につながる役割があります。
６月定例会では、13人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

6　那須　亜美（15ページ）
　・学校給食について
　◎高齢者の健康維持と地域住民の交

流の場について

7　岡　義明（16ページ）
　・奨学金返還助成事業について
　◎「泊まれる廃校」について

8　田村　秀明（16ページ）
　◎本市の消防本部及び消防団について

9　溝口　千歳（17ページ）
　◎小中学生の登下校の安全対策につ

いて

�　中家　悦生（17ページ）
　・（仮称）有田川・海南風力発電事

業について
　◎海南サクアスの車両の通路と駐車

場について

�　熊野　愛子（18ページ）
　◎投票環境について
　・情報発信と関係人口の創出について

�　宮本　憲治（18ページ）
　・国勢調査の速報値について
　◎空家対策について

�　橋爪　大輔（19ページ）
　◎子どもの遊び場確保について
　・新規就農支援と農業振興について

1　東方　貴子（13ページ）
　◎人口減少・高齢化社会における海

南医療センターの役割について
　・ノビノスの集客力を活かした中心

市街地活性化と連携について
　・学校生活における暑さ対策と子育

て世代への負担軽減について
　・重度障がい者とその家族が安心し

て外出できる環境づくりについて

2　坂口　勝彦（13ページ）
　◎70歳以上の農業従事者への空調

服の補助について
　・海南市におけるクマ対策について
　・会計年度任用職員の勤務時間の短

縮について

3　池原　弘貴（14ページ）
　◎海南ハレアメの経過報告と今後の

展開について
　・ハイキングコースの維持管理につ

いて

4　森下　貴史（14ページ）
　◎介護保険による住宅改修制度につ

いて
　・電動自転車購入について
　・車中避難について

5　古田　充司（15ページ）
　・関係人口・交流人口の構築について
　◎自治会活動・地域維持について

人
が
市
政
を
問
う

13

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!

人
が
市
政
を
問
う

13

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!



13 市議会だよりかいなん 86号

議
案
・
補
正

補
正
・
発
議

発　

議

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

５
月
臨
時
会

●守るべきものは守り、見直すべきものは見直す

●他の自治体の取り組み状況を調査し検討したい

高
齢
者
医
療
へ
の
対
応
も

一
層
重
要
に
な
る
と
考
え

る
。
２
０
４
０
年
を
見
据

え
た
海
南
医
療
セ
ン
タ
ー

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

答 

海
南
医
療
セ
ン
タ
ー

は
海
南
海
草
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
、
急
性

期
医
療
を
担
っ
て
き
た
。

今
後
も
真
に
市
民
に
必
要

と
さ
れ
る
病
院
で
あ
り
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
守
る
べ

き
も
の
は
守
り
、
見
直
す

べ
き
は
見
直
し
て
い
く
。

ま
た
、
２
０
４
０
年
に
は

更
な
る
少
子
化
と
な
る
こ

と
か
ら
、
議
員
発
言
の
趣

旨
も
踏
ま
え
対
応
し
て
い

く
。

問 

海
南
医
療
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
率
は
、
令
和

５
年
度
の
42
・
３
％
か
ら

令
和
７
年
度
は
38
・
５
％

へ
低
下
し
て
い
る
。
ま
た
、

救
急
搬
送
受
け
入
れ
件
数

は
900
件
程
度
で
あ
り
、
146

床
の
急
性
期
病
院
と
し
て

は
少
な
い
水
準
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
入
院
患
者
に
占

め
る
65
歳
以
上
の
割
合
は

90
％
と
の
こ
と
で
あ
る
。

紹
介
率
低
下
の
要
因
と
高

齢
者
医
療
に
対
す
る
考
え

を
伺
う
。

答 
紹
介
率
低
下
の
要
因

は
、
内
科
医
不
足
な

ど
に
よ
り
紹
介
患
者
の
受

入
れ
が
減
少
し
た
た
め
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
高

齢
者
施
設
と
の
連
携
を
含

め
た
地
域
医
療
の
ハ
ブ
と

し
て
の
役
割
も
重
要
で
あ

る
。

問 

本
市
の
高
齢
化
率
は

38
％
を
超
え
、
今
後

さ
ら
に
高
齢
化
が
進
む
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
急
性

期
医
療
は
必
要
で
あ
る
が
、

行
う
が
、
近
年
の
異
常
気

象
に
よ
る
気
温
上
昇
で
、

６
月
頃
か
ら
の
消
毒
は
過

酷
極
ま
り
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
ま
た
、
雨
カ
ッ

パ
の
空
調
服
は
通
常
の
空

調
服
よ
り
も
高
額
と
な
る
。

そ
こ
で
、
特
に
雨
カ
ッ
パ

の
空
調
服
購
入
に
対
す
る

補
助
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

答 

特
に
、
こ
れ
か
ら
の

時
期
の
農
作
業
に
つ

い
て
は
、
大
変
、
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
雨
カ

ッ
パ
を
含
め
た
空
調
服
の

購
入
用
補
助
に
つ
い
て
、

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
を
調
査
し
、
検
討
し

た
い
。

問 

70
歳
以
上
の
農
業
従

事
者
の
方
へ
の
空
調

服
購
入
時
の
補
助
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。
毎
年
、

も
の
凄
い
猛
暑
が
６
月
頃

か
ら
続
い
て
お
り
、
農
作

業
に
空
調
服
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
か
ら
70
歳
以

上
の
農
業
従
事
者
の
方
に

対
し
、
上
限
額
を
設
け
て

空
調
服
購
入
時
の
補
助
を

求
め
る
。

答 

近
年
の
猛
暑
に
よ
り
、

農
作
業
中
の
熱
中
症

対
策
が
ま
す
ま
す
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

と
り
わ
け
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

70
歳
以
上
の
方
々
が
安
心

し
て
農
作
業
を
継
続
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
空
調
服
の
導
入
支

援
は
意
義
の
あ
る
施
策
の

一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問 
特
に
果
樹
の
消
毒
で

は
雨
カ
ッ
パ
を
着
て

海南医療センター

東方  貴子

坂口  勝彦

高齢化社会における医療センターの
役割は

上限額を設けて空調服購入時の
補助をお願いしたい

録画映像

録画映像
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議
案
・
補
正

補
正
・
発
議

発　

議

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

５
月
臨
時
会

問 

本
市
の
自
治
会
加
入

率
は
ど
の
程
度
か
。

近
年
の
推
移
も
併
せ
て
問

う
。

答 

本
市
の
自
治
会
の
加

入
率
に
つ
い
て
は
、

市
の
自
治
会
振
興
助
成
金

申
請
に
基
づ
き
算
出
し
て

お
り
、
現
在
68
・
０
％
と

な
っ
て
い
る
。
近
年
の
推

移
で
は
、
前
年
度
が
70
・

３
％
、
前
々
年
度
が
71
・

２
％
、
３
年
度
前
が
71
・

６
％
で
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

問 

自
治
会
加
入
率
が

年
々
低
下
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
さ

ら
に
進
む
高
齢
化
社
会
の

中
、
自
治
会
活
動
や
地
域

自
治
活
動
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答 

自
治
会
へ
の
加
入
促

進
の
た
め
の
窓
口
で

の
案
内
、
宅
建
協
会
の
協

力
に
よ
る
案
内
配
布
の
ほ

か
、
自
治
会
の
金
銭
的
な

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ

問 
市
内
の
公
衆
浴
場
が
、

燃
料
費
や
光
熱
費
の

高
騰
に
よ
っ
て
経
営
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

海
南
商
工
会
議
所
を

は
じ
め
と
す
る
関
係

団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

通
じ
、
各
事
業
所
に
お
い

て
は
原
材
料
費
や
燃
料

費
、
光
熱
費
の
高
騰
が
経

営
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
る
。
ま

た
、
昨
今
の
中
東
情
勢
の

動
向
に
よ
っ
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
等
が

長
期
化
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
事
業
者
の
経
営
環
境

が
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

問 

支
援
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答 

今
後
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
国

に
お
い
て
は
、
燃
料
油
価

格
定
額
引
下
げ
措
置
や
、

電
気
・
ガ
ス
代
の
価
格
激

●指定管理者と連携し、質の高い管理運営に努めていきたい

●ケアマネージャー会を通じ把握したい

問 

来
園
者
の
市
内
外
、

県
外
な
ど
の
区
分
を

把
握
し
て
い
る
か
。

答 

現
状
で
は
詳
細
な
集

計
は
で
き
て
い
な
い
。

今
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
客
観
的
な
評
価

指
標
と
す
る
た
め
、
年
間

１
千
件
以
上
の
回
答
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問 
特
に
夏
は
日
中
暑
く

な
る
が
、
夜
間
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
よ
る
活
用
を

考
え
て
い
る
か
。

答 
夏
季
の
対
応
は
、
開

園
時
間
の
延
長
も
含

め
検
討
し
て
い
る
。
夜
間

対
応
は
新
た
な
課
題
も
生

じ
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管

理
者
と
協
議
を
進
め
た
上

で
判
断
し
て
い
く
。

問 

オ
ー
プ
ン
し
て
間
も

な
い
海
南
ハ
レ
ア
メ

の
運
営
実
績
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答 
５
月
末
ま
で
の
来
園

実
績
は
、
休
日
は
１

日
平
均
５
千
人
以
上
、
平

日
は
１
千
人
以
上
で
あ
る
。

特
に
人
気
が
あ
る
施
設
は
、

ハ
レ
ア
メ
ド
ー
ム
と
体
験

学
習
館
で
あ
る
。

問 
園
内
を
見
て
回
っ
た

が
、
日
陰
や
木
陰
が

少
な
く
、
夏
場
の
暑
さ
対

策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答 

暑
さ
対
策
と
し
て
、

パ
ー
ゴ
ラ
に
ミ
ス
ト

機
能
を
付
け
て
い
る
ほ
か
、

こ
ど
も
広
場
に
は
水
遊
び

用
の
せ
せ
ら
ぎ
が
あ
る
。

ま
た
、
無
料
の
レ
ン
タ
ル

日
傘
や
有
料
の
簡
易
テ
ン

ト
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て

い
る
。
万
博
で
使
用
さ
れ

た
樹
木
49
本
を
園
内
に
移

植
済
み
で
、
年
月
は
掛
か

る
が
、
木
陰
も
増
え
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問 

非
課
税
世
帯
に
対
し
、

市
独
自
の
住
宅
改
造

補
助
事
業
は
直
近
3
年
間

で
利
用
実
績
が
1
件
の
み

で
あ
る
。
対
象
要
件
や
周

知
方
法
を
見
直
す
と
と
も

に
、
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、

補
助
額
や
対
象
者
の
拡
充

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

答 

住
宅
改
修
費
物
価
高

騰
へ
の
対
応
は
、
ま

ず
国
が
介
護
保
険
制
度
の

上
限
額
を
見
直
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
市
と
し
て

も
、
国
や
他
市
の
動
向
を

踏
ま
え
、
補
助
制
度
の
見

直
し
を
含
め
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

問 

介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
は
、
手
す
り

設
置
や
段
差
解
消
な
ど
を

支
援
し
、
要
介
護
・
要
支

援
者
の
在
宅
生
活
の
継
続

と
介
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
制
度
で
あ
る
。
し
か

し
、
近
年
の
資
材
費
や
工

事
費
の
物
価
高
騰
は
、
住

宅
改
修
に
ど
の
程
度
影
響

し
て
い
る
と
把
握
し
て
い

る
か
。
ま
た
、
利
用
者
か

ら
「
20
万
円
の
上
限
で
は

足
り
な
い
」
と
の
声
は
あ

る
の
か
。

答 

具
体
的
な
影
響
は
把

握
し
て
お
ら
ず
、
上

限
額
で
は
足
り
な
い
と
の

声
も
把
握
し
て
い
な
い
。

問 

利
用
者
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
施
工
事
業

者
に
対
し
、
自
己
負
担
の

増
加
や
工
事
内
容
の
縮
小

な
ど
の
実
態
調
査
を
行
う

考
え
は
あ
る
の
か
。

答 
今
後
、
ケ
ア
マ
ネ
会

等
を
通
じ
て
、
住
宅

改
修
を
断
念
・
縮
小
し
た

事
例
な
ど
の
状
況
を
把
握

池原  弘貴

森下  貴史

海南ハレアメの今後の運営方針に
ついて

まずは、物価高騰の把握を

録画映像
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議
案
・
補
正

補
正
・
発
議

発　

議

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

５
月
臨
時
会

●負担軽減に繋がる見直しを進めていきたい

●注視しながら総合的に検討を進めていきたい

う
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
お

け
る
設
置
補
助
額
の
引
上

げ
、
電
気
料
金
補
助
率
の

か
さ
上
げ
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
行
政
局
や
支
所
・

出
張
所
も
協
力
し
、
文
書

の
作
成
代
行
な
ど
も
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
充
て
職

等
に
よ
る
負
担
軽
減
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
市
民
交

流
課
が
中
心
と
な
り
、
庁

内
各
課
に
対
し
見
直
し
協

議
、
調
整
の
ほ
か
、
こ
れ

ら
以
外
に
も
、
地
区
で
実

施
い
た
だ
く
除
草
作
業
や

川
清
掃
な
ど
に
つ
い
て
も
、

関
係
課
に
よ
り
対
応
し
て

お
り
、
継
続
し
て
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
見
直
し
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問 

本
市
の
自
治
会
加
入

率
は
ど
の
程
度
か
。

近
年
の
推
移
も
併
せ
て
問

う
。

答 
本
市
の
自
治
会
の
加

入
率
に
つ
い
て
は
、

市
の
自
治
会
振
興
助
成
金

申
請
に
基
づ
き
算
出
し
て

お
り
、
現
在
68
・
０
％
と

な
っ
て
い
る
。
近
年
の
推

移
で
は
、
前
年
度
が
70
・

３
％
、
前
々
年
度
が
71
・

２
％
、
３
年
度
前
が
71
・

６
％
で
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

問 
自
治
会
加
入
率
が

年
々
低
下
し
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
さ

ら
に
進
む
高
齢
化
社
会
の

中
、
自
治
会
活
動
や
地
域

自
治
活
動
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答 

自
治
会
へ
の
加
入
促

進
の
た
め
の
窓
口
で

の
案
内
、
宅
建
協
会
の
協

力
に
よ
る
案
内
配
布
の
ほ

か
、
自
治
会
の
金
銭
的
な

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
よ

変
緩
和
対
策
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
な
る
対
応

と
し
て
、
中
東
情
勢
の
不

透
明
化
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
、
６
月
５
日
に
国

の
補
正
予
算
が
成
立
し
て

い
る
。

市
に
お
い
て
も
、
燃
料

油
価
格
の
推
移
な
ど
を
注

視
し
な
が
ら
、
総
合
的
に

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

海
南
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
入
浴
サ
ー
ビ

ス
は
現
在
週
１
回
で
あ
る

が
、
入
浴
日
の
回
数
を
増

や
す
事
は
可
能
か
。

答 

職
員
の
体
制
上
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
の
回
数

を
増
や
す
事
は
困
難
で
あ

る
。

問 

市
内
の
公
衆
浴
場
が
、

燃
料
費
や
光
熱
費
の

高
騰
に
よ
っ
て
経
営
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
状
況
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

海
南
商
工
会
議
所
を

は
じ
め
と
す
る
関
係

団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

通
じ
、
各
事
業
所
に
お
い

て
は
原
材
料
費
や
燃
料

費
、
光
熱
費
の
高
騰
が
経

営
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
る
。
ま

た
、
昨
今
の
中
東
情
勢
の

動
向
に
よ
っ
て
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
等
が

長
期
化
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
事
業
者
の
経
営
環
境

が
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す

こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

問 

支
援
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答 

今
後
の
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
国

に
お
い
て
は
、
燃
料
油
価

格
定
額
引
下
げ
措
置
や
、

電
気
・
ガ
ス
代
の
価
格
激

古田  充司

那須  亜美

今後の自治会活動を、どのように
考えているか

公衆浴場（銭湯）の存続支援について
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議
案
・
補
正

補
正
・
発
議

発　

議

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

５
月
臨
時
会

問 

本
市
に
お
け
る
見
守

り
隊
の
登
録
者
数
や

活
動
状
況
は
。

答 

現
在
市
全
体
で
300
名

程
度
の
方
々
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ

の
う
ち
お
よ
そ
150
名
の
方

が
常
時
街
頭
で
の
見
守
り

活
動
を
行
っ
て
い
る
と
把

握
し
て
い
る
。
青
少
年
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
、
毎
月
１
日
に

は
各
学
校
の
教
職
員
や
保

護
者
の
皆
様
、
教
育
委
員

会
か
ら
も
通
学
路
に
立
っ

て
、
見
守
り
を
行
っ
て
い

る
。

問 

見
守
り
活
動
を
行
う

方
々
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
の
現
状
認
識
と

今
後
の
担
い
手
確
保
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答 

見
守
り
活
動
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
の
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
実
際
に
従
事
さ

れ
る
方
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
現
状
は

問 
海
南
サ
ク
ア
ス
の
駐

車
場
は
十
分
確
保
で

き
て
い
る
か
。

答 

土
日
祝
は
お
昼
前
後

の
時
間
帯
は
混
雑
す

る
も
の
の
、
満
車
に
な
る

こ
と
は
少
な
い
。
大
型
連

休
は
初
日
や
中
日
が
満
車

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

問 

大
型
車
両
用
通
路
の

物
産
交
流
館
正
面
入

口
の
前
へ
の
駐
車
が
常
態

化
し
て
い
る
現
状
を
把
握

し
て
い
る
か
。

答 

把
握
し
て
い
る
。

問 

通
路
や
枠
外
駐
車
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き

た
の
か
。

答 

開
駅
当
時
は
、
近
隣

の
民
有
地
を
臨
時
駐

車
場
と
し
て
借
り
、
混
雑

時
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、
満
車
の
際
に
は
国

の
管
理
部
分
で
あ
る
通
路

の
一
部
を
駐
車
場
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
車
が
駐
車
で
き
る

●廃校の利活用は利用ニーズの把握等の検証が必要

●施設と車輛の効率的で効果的な配置を検討する

答 

廃
校
を
地
域
の
活
性

化
拠
点
と
し
て
再
活

用
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
先

進
事
例
に
お
い
て
も
、
関

係
人
口
の
創
出
や
地
域
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
魅

力
的
な
手
法
で
あ
る
と
考

え
る
。
一
方
で
、「
将
来

的
に
事
業
継
続
で
き
る
の

か
」「
事
業
の
運
営
主
体

が
確
保
で
き
る
の
か
」
と

い
う
課
題
に
加
え
、
利
用

ニ
ー
ズ
の
見
込
み
を
把
握

し
、
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問 

下
津
ミ
カ
ン
の
収
穫

期
に
は
、
多
く
の
季

節
労
働
者
が
訪
れ
る
。
し

か
し
、
季
節
労
働
者
を
迎

え
入
れ
、
生
活
拠
点
と
な

る
公
的
宿
泊
施
設
は
近
隣

に
な
い
。
ミ
カ
ン
産
地
と

し
て
、
労
働
者
の
受
け
入

れ
施
設
は
行
政
が
確
保
す

べ
き
で
あ
る
。

廃
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
、
過
疎
地
域
で
新
た

な
活
力
を
見
い
だ
す
起
爆

剤
と
す
る
。
収
穫
期
に
は

季
節
労
働
者
の
宿
泊
施
設

と
し
て
、
収
穫
期
以
外
に

は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
、
さ
ら
に
は
バ

イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
等
の
宿

泊
拠
点
と
し
、
交
流
人
口

を
増
や
す
と
と
も
に
、
地

元
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
、
廃
校
の
再
活

用
を
提
案
す
る
。

の
実
情
、
消
防
団
活
動
を

勘
案
し
て
、
適
正
な
団
員

定
数
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

問 

消
防
団
の
器
具
置
き

場
52
カ
所
、
車
輛
50

台
の
点
検
で
負
う
団
員
の

負
担
を
問
う
。
ま
た
団
の

出
動
回
数
が
直
近
４
年
間

で
平
均
３
・
25
回
で
あ
る

こ
と
か
ら
団
の
組
織
集
約

を
も
っ
て
設
備
投
資
を
抑

制
す
べ
き
と
提
言
す
る
。

当
局
の
考
え
は
。

答 

団
員
は
月
２
回
程
度
、

器
具
置
場
と
車
輛
点

検
、
水
利
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
指
摘
通
り
、

施
設
や
車
輛
更
新
の
費
用

は
課
題
で
あ
る
。
地
域
の

実
情
や
出
動
状
況
、
災
害

対
応
を
踏
ま
え
て
そ
れ
ら

の
配
備
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

問 

令
和
７
年
度
の
本
部

の
出
動
回
数
は
火
災

９
件
、
救
助
48
件
で
あ
る

が
、
救
急
出
動
は
３
，
０

７
０
件
に
上
り
、
こ
れ
に

対
し
て
、
救
急
救
命
士
28

名
が
365
日
24
時
間
体
制
で

対
応
し
て
い
る
。
隊
員
の

健
康
や
ス
ト
レ
ス
が
懸
念

さ
れ
る
状
況
で
あ
り
、
救

急
救
命
士
の
人
員
数
の
強

化
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答 

定
期
健
康
診
断
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、

所
属
長
面
談
、
勤
務
状
況

把
握
に
努
め
、
計
画
的
な

養
成
や
資
格
取
得
で
安
定

し
た
救
急
サ
ー
ビ
ス
体
制

確
保
に
努
め
る
。

問 

消
防
団
の
実
員
数
は

651
名
に
対
し
て
条
例

定
数
は
733
名
で
あ
り
、
２

０
０
５
年
の
旧
海
南
市
と

旧
下
津
町
の
合
併
時
の
も

の
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

条
例
定
数
の
削
減
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
。

答 
条
例
定
数
に
つ
い
て

は
人
口
動
向
、
地
域

ミカン農園の援農者

岡　  義明

田村  秀明

廃校をリノベーションし季節労働者等の
宿泊施設に再活用を求める

団の組織集約で設備投資の抑制を
提言する
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議
案
・
補
正

補
正
・
発
議

発　

議

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

５
月
臨
時
会

●ＰＴＡ・自治会等と連携を深め、より幅広い世代へ参加を
よびかける

●関係者との協議が速やかに進められるよう検討したい

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
等
と
さ

ら
に
連
携
を
深
め
、
よ
り

幅
広
い
世
代
に
活
動
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
る
。

問 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
安
心
し
て
見

守
り
活
動
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
ど
の
よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
か
。

答 

活
動
中
の
事
故
等
に

対
応
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
へ
の
加
入
手
続

き
を
、
市
の
負
担
で
行
っ

て
お
り
、
熱
中
症
へ
の
補

償
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
企
業
か
ら
寄
贈
い

た
だ
い
た
熱
中
症
対
策
帽

子
、
ベ
ス
ト
な
ど
を
配
布

し
て
い
る
。　
　
　
　

問 

本
市
に
お
け
る
見
守

り
隊
の
登
録
者
数
や

活
動
状
況
は
。

答 

現
在
市
全
体
で
300
名

程
度
の
方
々
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ

の
う
ち
お
よ
そ
150
名
の
方

が
常
時
街
頭
で
の
見
守
り

活
動
を
行
っ
て
い
る
と
把

握
し
て
い
る
。
青
少
年
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
、
毎
月
１
日
に

は
各
学
校
の
教
職
員
や
保

護
者
の
皆
様
、
教
育
委
員

会
か
ら
も
通
学
路
に
立
っ

て
、
見
守
り
を
行
っ
て
い

る
。

問 

見
守
り
活
動
を
行
う

方
々
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
の
現
状
認
識
と

今
後
の
担
い
手
確
保
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答 

見
守
り
活
動
に
携
わ

っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
の
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
実
際
に
従
事
さ

れ
る
方
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
と
い
う
現
状
は

よ
う
に
し
て
い
る
。

問 

通
路
や
枠
外
駐
車
は

危
険
で
あ
り
、
不
公

平
で
あ
る
た
め
禁
止
す
べ

き
。
今
後
の
対
応
は
。

答 

安
全
性
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
公
平
性
の

確
保
が
基
本
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
通
路
は
本

来
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
は

な
い
た
め
、
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
際
の
臨
時
駐
車
場

の
確
保
を
検
討
し
て
い
る
。

問 

臨
時
駐
車
場
の
確
保

は
最
優
先
に
進
め
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答 

候
補
地
の
選
定
や
土

地
所
有
者
と
の
協
議

を
速
や
か
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
指
定
管
理
者
等
を

交
え
て
検
討
し
た
い
。

問 

海
南
サ
ク
ア
ス
の
駐

車
場
は
十
分
確
保
で

き
て
い
る
か
。

答 

土
日
祝
は
お
昼
前
後

の
時
間
帯
は
混
雑
す

る
も
の
の
、
満
車
に
な
る

こ
と
は
少
な
い
。
大
型
連

休
は
初
日
や
中
日
が
満
車

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

問 

大
型
車
両
用
通
路
の

物
産
交
流
館
正
面
入

口
の
前
へ
の
駐
車
が
常
態

化
し
て
い
る
現
状
を
把
握

し
て
い
る
か
。

答 

把
握
し
て
い
る
。

問 

通
路
や
枠
外
駐
車
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き

た
の
か
。

答 

開
駅
当
時
は
、
近
隣

の
民
有
地
を
臨
時
駐

車
場
と
し
て
借
り
、
混
雑

時
の
対
応
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、
満
車
の
際
に
は
国

の
管
理
部
分
で
あ
る
通
路

の
一
部
を
駐
車
場
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
車
が
駐
車
で
き
る

日方子ども見守り隊の様子

常態化している通路への駐車

溝口  千歳

中家  悦生

登下校の見守り隊の担い手確保は

臨時駐車場の確保を最優先に
進めるべき
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議
案
・
補
正

補
正
・
発
議

発　

議

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

５
月
臨
時
会

問 

近
年
、
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
意
識
が
高

ま
る
一
方
で
、
自
由
に
遊

べ
る
場
所
が
減
少
し
て
い

る
。
学
校
施
設
の
利
用
、

地
域
で
見
守
る
プ
レ
ー
パ

ー
ク
の
よ
う
な
取
り
組
み
、

公
園
内
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

な
ど
、
子
ど
も
の
遊
び
場

の
確
保
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
は
。

答 

休
日
等
の
学
校
開
放

の
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
学
校
運
営
協

議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
協
議
を

働
き
か
け
て
い
く
。
海
南

ハ
レ
ア
メ
で
は
、
遊
び
な

が
ら
土
木
と
防
災
を
学
ぶ

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
も
充

実
に
努
め
る
。
ま
た
、
７
，

０
０
０
㎡
の
芝
生
と
土
の

広
場
を
整
備
し
て
お
り
、

ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
も

利
用
を
推
進
し
て
い
く
。

問 

ハ
レ
ア
メ
以
外
の
地

域
の
公
園
に
つ
い
て
、

フ
ェ
ン
ス
や
防
球
ネ
ッ
ト

の
か
さ
上
げ
な
ど
、
安
全

●十分に協議し、地域の声を聴きながら対応する

●制度終了後、減免制度の取り組みを含めた有効な対策を
　検討

の
投
票
機
会
の
提
供
に
努

め
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
十
分
協
議
し
、

検
討
を
進
め
た
い
。

問 

現
在
、
45
カ
所
の
投

票
所
が
設
置
さ
れ
て

い
る
が
、
有
権
者
の
減
少

に
伴
い
、
小
規
模
化
や
学

校
施
設
の
統
合
、
老
朽
化

も
課
題
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
、
当
日
投
票
所
の

設
置
数
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

答 
現
状
の
45
カ
所
を
そ

の
ま
ま
維
持
し
て
い

く
こ
と
に
は
、
課
題
が
生

じ
て
く
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
投
票
環
境

全
体
を
整
理
す
る
中
で
、

地
域
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
議
論
し
、
対
応
し
て
い

く
。

問 

近
年
の
人
口
減
少
や

期
日
前
投
票
者
数
の

増
加
な
ど
、
投
票
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
選
挙
執

行
体
制
の
見
直
し
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
本
市
の
期

日
前
投
票
者
数
と
投
票
者

数
全
体
に
占
め
る
割
合
は
。

答 
昨
年
度
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
で
は
１

３
，
８
７
８
人
で
57
・
15

％
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

で
は
１
３
，
５
２
６
人
で

61
・
62
％
で
あ
る
。
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、

期
日
前
投
票
者
数
が
過
去

最
高
と
な
り
、
投
票
率
も
、

前
回
の
同
選
挙
と
比
較
し
、

9
・
76
％
の
上
昇
と
な
っ

た
。

問 

本
市
で
も
期
日
前
投

票
が
定
着
し
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
投
票
終

了
時
刻
を
さ
ら
に
１
時
間

繰
り
上
げ
て
は
ど
う
か
。

答 

一
部
の
地
区
か
ら
も

要
望
を
頂
い
て
い
る

が
、
県
か
ら
は
、
選
挙
人

答 

海
南
市
、
有
田
市
、

御
坊
市
、
新
宮
市
が

減
免
期
間
５
年
間
、
紀
美

野
町
は
２
年
間
、
紀
の
川

市
は
１
年
間
で
実
施
し
て

い
る
。
和
歌
山
市
、
橋
本

市
、
田
辺
市
、
岩
出
市
は

実
施
し
て
い
な
い
。

問 

空
き
家
解
体
撤
去
後

の
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
の
減
免
制
度
の
継

続
を
求
め
る
が
、
市
の
考

え
は
。

答 

制
度
終
了
後
に
は
、

空
き
家
対
策
に
取
り

組
む
中
で
、
制
度
終
了
後

の
状
況
を
評
価
し
、
不
動

産
業
者
等
の
関
係
者
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
、
減
免

制
度
の
取
り
組
み
を
含
め

た
有
効
な
対
策
を
検
討
す

る
。

問 

老
朽
化
し
、
危
険
な

空
き
家
が
海
南
市
に

は
至
る
と
こ
ろ
に
存
在
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
老

朽
危
険
空
き
家
除
却
工
事

補
助
金
等
、
誇
る
べ
き
施

策
が
本
市
に
は
あ
る
。
廃

屋
の
撤
去
の
契
機
づ
け
と

し
て
必
要
な
施
策
で
あ
る
。

空
き
家
解
体
撤
去
後
の
土

地
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
免
制
度
の
成
果
と
課
題

を
問
う
。

答 

224
件
の
減
免
措
置
が

適
用
さ
れ
て
お
り
、

空
き
家
除
却
を
促
進
す
る

効
果
が
あ
っ
た
。

一
方
で
、
空
き
家
以
外

の
住
宅
を
除
却
し
た
所
有

者
と
の
税
の
公
平
性
を
損

な
う
点
や
、
令
和
５
年
度

を
ピ
ー
ク
に
件
数
が
減
少

に
減
じ
て
い
る
点
が
課
題

で
あ
る
。

問 
県
下
９
市
と
紀
美
野

町
の
空
き
家
解
体
撤

去
後
の
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
の
減
免
制
度
実
施

状
況
を
問
う
。

熊野  愛子

宮本  憲治

選挙における投票時間等の見直しを

空き家撤去後の税の減免制度の継続を

録画映像

録画映像
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議
案
・
補
正

補
正
・
発
議

発　

議

審
議
結
果

政
務
活
動
費

一
般
質
問

５
月
臨
時
会

●安全と遊びの両立へ調査研究に努める

対
策
を
講
じ
な
が
ら
ボ
ー

ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
を

整
備
す
る
考
え
は
。

答 

市
が
管
理
す
る
公
園

内
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

は
一
律
に
禁
止
し
て
い
な

い
が
、
一
部
で
は
注
意
喚

起
の
看
板
を
設
置
し
て
い

る
。
比
較
的
広
く
、
ボ
ー

ル
遊
び
が
し
や
す
い
公
園

と
し
て
は
、
北
赤
坂
の
い

き
い
き
広
場
や
下
津
地
区

の
港
ふ
れ
あ
い
公
園
な
ど

が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
や
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
は
、
景
観
へ

の
悪
化
や
費
用
面
等
で
の

課
題
も
あ
る
た
め
、
周
辺

環
境
と
の
調
和
を
図
り
つ

つ
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
可

能
な
対
応
に
つ
い
て
調
査

研
究
に
努
め
る
。

問 

近
年
、
子
ど
も
の
安

全
を
守
る
意
識
が
高

ま
る
一
方
で
、
自
由
に
遊

べ
る
場
所
が
減
少
し
て
い

る
。
学
校
施
設
の
利
用
、

地
域
で
見
守
る
プ
レ
ー
パ

ー
ク
の
よ
う
な
取
り
組
み
、

公
園
内
で
の
ボ
ー
ル
遊
び

な
ど
、
子
ど
も
の
遊
び
場

の
確
保
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
は
。

答 
休
日
等
の
学
校
開
放

の
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
学
校
運
営
協

議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
協
議
を

働
き
か
け
て
い
く
。
海
南

ハ
レ
ア
メ
で
は
、
遊
び
な

が
ら
土
木
と
防
災
を
学
ぶ

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
後
も
充

実
に
努
め
る
。
ま
た
、
７
，

０
０
０
㎡
の
芝
生
と
土
の

広
場
を
整
備
し
て
お
り
、

ボ
ー
ル
遊
び
に
つ
い
て
も

利
用
を
推
進
し
て
い
く
。

問 

ハ
レ
ア
メ
以
外
の
地

域
の
公
園
に
つ
い
て
、

フ
ェ
ン
ス
や
防
球
ネ
ッ
ト

の
か
さ
上
げ
な
ど
、
安
全

橋爪  大輔

子どもの遊び場確保に向けた取り組み
について

録画映像

市議会ホームページでは、市議会の日程や議案
などの情報を掲載しています。また、会議録を閲
覧いただけるほか、本会議の生中継や委員会の録
画映像の配信も行っています。委員会の録画映像
は、休日を除き約10日後からご覧いただけますの
で、ぜひご利用ください。

市議会の定例会は年４回開催されます。
９月定例会は、９月３日（木）に開会する
予定です。

市議会では、市民の皆さまの生活に密
着したさまざまな問題が審議されています。
市政を知る機会にもなりますので、ぜひお
気軽に傍聴にお越しください。

なお、日程は変更となる場合があります。
傍聴を希望される場合や本会議の生中継を
ご覧になる場合は、お手数ですが、議会事
務局まで日時をお問い合わせください。

市議会ホームページ

より良い紙面とするため、市議会だよりに関す
る皆さまのご意見等をお寄せください。

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

９月定例会の予定

TEL／０７３－４８３－８７００　FAX／０７３－４８３－８７０３
Eメール／gikaij@city.kainan.lg.jp
HP／https://www.city.kainan.lg.jp/kakubusho/gikaijimukyoku/index.html

海南市議会事務局
〒642-8501 海南市南赤坂１１番地

Facebook
二次元コード

ホームページ
二次元コード
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市民の皆様に海南市議会をより身近に感じて
いただくよう、多くの方に手に取っていただき、
関心を持って読んでいただける「市議会だより
かいなん」を目指します。

新メンバーとなった広報委員が力を合わせ、
今後も皆様からのご意見やご要望をお聞きしな
がら、読みやすく、親しみやすい議会広報に取
り組んでまいります。	 海南市議会広報委員一同

読みやすく、より親しみやすい広報紙を目指します。

5 月 27 日に開催された全国市議会議長会第 102 回
定期総会において、海南市議会議員　川口政夫氏が、
議員在職 20 年以上として表彰されました。このたび
の受賞に対し、心よりお祝い申し上げます。

全国市議会議長会表彰

発議第３号 鳥獣被害対策特別委員会
近年、鳥獣による農作物被害や生活圏への出没が全国的に問題となっており、本市でも熊

の目撃情報などにより市民生活への不安が生じている。市民の安全・安心を守るため、熊を
はじめとする鳥獣の出没・被害状況、市の対応、関係機関との連携について調査研究を行う
ため、本特別委員会を設置する。
◎中家悦生　〇坂口勝彦
橋爪大輔　池原弘貴　那須亜美　榊󠄀原徳昭　川口政夫　溝口千歳

発議第４号 議会改革特別委員会
地方議会を取り巻く環境が変化する中、市民の負託に応える議会であり続けるため、議会

の機能や運営体制を検証し、必要な見直しを進める。委員会構成及び委員会運営のあり方、
議会活動の充実、市民に分かりやすい議会運営など、議会改革に関する事項について幅広く
調査研究を行うため、本特別委員会を設置する。
◎森下貴史　〇熊野愛子
岡　義明　田村秀明　東方貴子　古田充司　宮本憲治　川崎一樹　杉本博美

◎委員長、〇副委員長

２つの特別委員会を設置しました！


